
■卓話者紹介　　　　　　　　　櫛渕光彦君
利根沼田自然を愛する会の前会長で、自然
保護、保全活動や自然を紹介し大切さを啓蒙
活動をされているエキスパートの方です。音
楽活動もされ多方面でご活躍されています。
今日は森林文化都市の宝である玉原の状況に
ついてお話しいただきます。
■卓　話　　　　　　　　　　　
利根沼田には大切な自然が多くありますが今

日は玉原の状況についてお話しいたします。
ダム湖から見た武尊山は、山頂が鋭っている
のでベーゴマを逆にした形で、山頂より下も入
れると観音様の寝姿ともいわれています。４月
雪溶けの時期になると花々が次から次へと咲き
１週毎に違ってきます。５月上旬は残雪の中で
すが、中旬になると一変し春の緑がきれいな様
子になります。
玉原のブナ林は、首都圏から近い上に車から
降りるとすぐに入れるため、人気が高いのです
が、地元の方々は少ないです。ブナの文字はあ
と書き、役にたたない木という意味です。しか
し、建築材等には向かないのでしょうが水をた
め大地を守る多くの役を担っています。ブナ林
を何ぜ保護する必要があるのか、温暖化による
酸性雨が問題となっていて、ブナは酸性を中和
する役割があります。
尾瀬高の特別講師をしているので、尾瀬アヤ
メ平の雨はph4前後で普通はph6なので、２違
うと10倍の20倍の差になって酸性が強く出て
います。鳩待峠になるとph7になり、その間に
あるブナが大きな役割を果たしています。植物

は光合成により二酸化炭素を吸収してくれます
が、秋に枯れる時にそれを再度大気に戻してし
まいますが、ブナはためたままです。日本は木
造住宅が多く、木材は火事にならないかぎり炭
素を放出しないのです。
緑のダムは木の中ではなく、葉が落ちてその
下に小動物が生き、巣穴がありそれらに雨水が
流れ地下に溜まり、下界で湧水します。武尊山
系の水は食物を美味にしています。川場の米、
池田の米すばらしく美味です。水の違いは大き
な違いとなり、都会では無いものです。
玉原や尾瀬では今大きな問題を抱えていま

す。水芭蕉が鹿や熊に食べられ荒らされていま
す。ヒオウイアヤメも葉が食べられています。
数年前より被害が多くなってきたので、富岡自
然博物館の協力により定点カメラを13ヶ所に設
置し調査しています。水芭蕉の時期になると現
れ７月位には食べつくしてしまいます。鹿だけ
ではなく熊も食べているのが見られます。熊は
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利根沼田自然を愛する会

利根信本店例会場、お世話になりありがとうございました
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雑食性で何でも食べて糞の中に種を残し再生し
ますが、鹿は牛の仲間ですのではんすうを行い
あと形なくなり、再生もできません。行政とも
話すのですが、狩猟の方法しか今のところなく、
期間を伸ばしてもらうのがやっとです。生態系
の変化で動物との共存が課題となっています。
愛する会では玉原の観察会を行っています。
私も小学生の時に参加しています。申し込みは
無しで現地で待っています。すべて手弁当で行
っています。博物館を作ってほしいという要望
もありますが、我々は森の博物館で箱物はいら
ないと思って、アウトドアで実際を見て体験し
てほしいと考えています。自然を利用して絶滅
させない、上手に使い互いに生きていく事です。
自然にあるもの何が役に立つかわかりません。
自然は先代から引き継ぐものでなく、子孫か
ら借り受けているものでそのまま返す事です。
温暖化を抑えるため家庭でできる事は多くある
と思います。皆様の少しの努力を大きな力とし
ていただきたいと思います。

■司　会　　　 笹川正之SAA出席委員長
■ソング　奉仕の理想　　　　　木下　進君
■来賓及び来訪ロータリアン
利根沼田自然を愛する会　　　古見満雄様

山田龍之介会長
当例会場での例会は最終となりました。昭
和48年10月に中町にあった群銀から、新築
された利根新本店へ移り56年、お世話にな
りました。当時は15周年の年で金子英彦会
長、金井敬司幹事の代でした。群銀時代を知
っているのは、46年入会の角田隆会員と47
年入会の木下進会員だけになりました。49
年エレクトーンを購入し生演奏を続けたもの

も残念ながら廃棄されます。10日に全て片
づけますので使えるものがありましたらお持
ち下さい。
利根信さんには感謝状を、また、小菅さん

も退職となりますので感謝状を贈り、お礼を
申し上げます。

桑原　滋幹事
◎みなかみ子供歌舞伎支援協力の件
12月14日月夜野北部体育館で行われる子
供歌舞伎にご支援いただきたいと申し出が
ありましたので募金箱を回しますのでご協
力下さい。

◎理事会の開催　本日例会終了後
◎ロータリー財団より表彰
・メジャードナー　横山公一君
・ポールハリスフェロー　春日政志君
・　　　　〃　　　　　　保坂充勇君
◎米山記念奨学会より表彰
・米山功労クラブ　31回目
・米山功労マルチプル
櫛渕光彦君（６回） 峯川卓美君（４回）
塩浦敬之君（２回） 天野純一君（１回）
小暮正人君（１回） 塩沢岳夫君（１回）
小林正典君（１回）

◎SAA出席委員会　　 星野貴明委員

◎ニコニコ委員会　　　　　林武一郎委員長
・山田龍之介君　卓話の先生に昔から大変お
世話になっている古見先生をお迎えでき。
当会場での最終例会となり永い間利根信さ
んに大変お世話になりました。

・横山公一君　利根信様長い間お世話になり
ありがとうございました。お陰様で沼田
RCが発展することができました。今後も
宜しくお願い致します。同級生の古見君の
卓話を楽しみに。

・峯川卓美君　例会場として長期間に亘りご
利用いただきありがとうございました。残
念ですがご理解下さい。これからも地域金
融機関としての役割を担ってまいります。
ロータリーに対しても手を抜くことなく頑
張りますので宜しくお願いします。

・佐藤哲夫君　結婚記念日にお花をいただ
き。

例 会 報 告

会長の時間

幹事報告

委員会報告

会 員 数 会場出席 メ ー ク 出 席 率

63名 40名 ８名 88.89 ％



・ニコニコ一週間　利根信さん永い間お世話
になりありがとうございました。卓話に古
見満雄先生を迎え
松野正一君　　阿形登氏君　　片山晃一君
水石清治君　　宮澤孝幸君　　田代経量君
宮内明彦君　　櫛渕光彦君　石澤雄一郎君
桑原　滋君　　斎藤正典君　　春日政志君
南雲達也君　　小菅茂雄君　　木下　進君
関　真一君　　塩浦敬之君　　小暮正人君
今井幸吉君　　赤間昌彦君　　武田　寛君
天野純一君　　綿貫利彦君　　割田一敏君
桑原　裕君　　持谷明宏君　　飯島千明君
星野貴明君　　角田　隆君
◎財団BOX IN 綿貫利彦委員
山田龍之介君　桑原　滋君　　松野正一君
片山晃一君　　阿形登氏君　　春日政志君
関　真一君　　津久井功君　　角田　隆君
宮内明彦君　　水石清治君　　宮澤孝幸君
櫛渕光彦君　　峯川卓美君　石澤雄一郎君
富澤勝美君　　小菅茂雄君　　木下　進君
小暮正人君　　武田　寛君　　割田一敏君
桑原　裕君　　飯島千明君　　綿貫利彦君
持谷明宏君
◎会員増強親睦活動委員会　赤間昌彦委員長
次週はクリスマス家族会をベラ・ヴィータ
で18時30分から行います。その中の企画で
本日アンケートをお願いしまとめたいと思い
ますのでご協力をお願いします。
◎情報史料分類選考委員会

宮澤孝幸副委員長
12月号友の紹介。今月は家族月間で家族

でロータリーに参加しようとRI会長メッセ
ージにあり、奥様と３人の子供達が別々のク
ラブの会員であると述べられました。夫婦で
共にロータリアンの方々を紹介されていま
す。地区大会の報告に当地区が載っています。
◎野球部　　　　　　　　　　　飯島千明君
７日中之条町５時間リレーマラソンに２チ
ーム10名で参加。約200チームが参加し１
周3.5kmのコースを５人で５時間リレーし
ながら走り続けて距離を競います。２チーム
とも45kmを越えてマラソン賞となりまし
た。18日辰巳館で納会を１泊で行いますの
でご出席下さい。
◎星の絆　　　　　　　　　　石澤雄一郎君
６・７日公園で実施し15,000人の来場

と、29社の出品で賄いました。ご協力いた

だきありがとうございました。
◎柔剣道連盟　　　　　　　　　天野純一君
利根沼田柔剣道大会を11月24日無事に終

了いたしました。皆様から40,670円のご篤
志いただきありがとうございました。青少年
健全育成のため今後もご協力をお願いしま
す。

－3－

利根郡信用金庫本店が東原新町に新築され
た当時から沼田RC、即ち私達のロータリー
クラブ例会場の変更という事が私語されてい
たが、先般の理事会の決定で、遂に９月一杯
で移転する事になった。会員数も創立時の２
倍以上に増えた事に加え、駐車場の問題等も
重なっての事と止むを得ない昨今の事情と云
えよう。しかし14年もの間の寄り所だった
だけにチャーターメンバーや古い会員の方々
には様々な感慨があろうと推察される。
引越しの要員は会長、副会長、幹事を始め、

SAAと30代、40代の若い会員。流石に14年
間の累積で、思いがけない色々な備品や書類、
記念品等々後から後から出て来る。大モノは
窓から吊り下げたり、４、５人で荷なって下
したり、それでも多人数なので、１時間足ら
ずに群銀の裏口まで下し終った。金井幹事、
SAAの小淵、高宮両君の車３台に積み込ん
での引越し作業、折から真夏を思わせる様な
陽ざしに皆一汗かいた。
新例会場信用金庫本店での荷上げ作業はエ

レベーターという文明の利器をフルに使った
ため、僅か数分で４階まで運び込めた。しか
しそれからの片付けが仲々はかどらず、漸く
の事で念願の会場変更は無事完了した。10
月５日の第１例会からはこの例会場で新しい
沼田ロータリークラブの奉仕が始まる。

■1973年10月５日発行（９月28日例会報告）より

木下進会報委員長記


